
生徒 保護者 職員

評価の観点 手　　　段 良好 良好 良好 評価

【生　徒】毎時間の授業に積極的に取り組むことができている。
【教　師】生徒が理解できるように授業を工夫することができた。 91 95
【生　徒】先生方は、工夫して分かりやすい授業をしている。
【教　師】常に指導法の工夫改善を行うことができた。 93 75
【生　徒】学習する上で重要な基礎学力をつけるための努力をし
　　　　　ている。
【保護者】お子さまは、基礎学力をつけるための努力をしている
　　　　　と思う。
【教　師】基礎・基本の定着の手立てをとることができた。

88 69 80

【生　徒】家庭での学習は確実にできている。
【保護者】ご家庭でのお子さまの学習は習慣化されている。
【教　師】学習習慣を確立させるための手立てをとることができ
　　　　　た。

74 66 60

【生　徒】家庭で、自分の将来について話し合っている。
【保護者】ご家庭で、お子さまの将来について話し合っている。
【教　師】生徒の進路意識を高めることができた。

73 81 75

【生　徒】家庭で、自分の役割があり、それを果たしている。
【保護者】お子さまは、ご家庭で自分の役割があり、それを果たし
　　　　　ている。
【教　師】進路学習や情報提供を計画的に行うなど、基礎的・汎
　　　　　用的能力を育成することができた。

77 57 65

道徳教育と人権教育の充実
【生　徒】道徳の時間は、自分自身にとって有意義な時間となって
　　　　　いる。
【教　師】道徳教育の充実を図ることができた。

○　道徳の授業を完全実施する。
○　指導者をローテーション制にすることで、指導の充実を図る。
〇　人権標語を作成し、日めくりカレンダーとして教室に設置する。
〇　人権週間等の機会を生かし、各学年で人権について考える時
　間を設ける。
〇　豊かな心を育む手段として、生徒会主催で活動を実践する。
　　（ありがとうの樹、校内ボランティア等）

4 86 84

無言・気づきの清掃の深化

【生　徒】無言清掃・気づきの清掃に積極的に取り組むことができ
　　　　　ている。
【保護者】お子さまは、ご家庭で整理整頓をきちんとしている。
【教　師】無言清掃・気づきの清掃の充実・深化を図ることができた。

○　生徒会の活動と関連付け、グッドクリーンプロジェクトを実施す
　る。
〇　清掃深化ウィーク、清掃徹底週間を設ける。

3 96 38 81

絆づくりの推進
生徒会活動の活性化

【生　徒】学校生活において活躍できる場面やできそうな場面が
　　　　　ある。
【保護者】学校生活においてお子さまが活躍できる場面やできそ
　　　　　うな場面があると思う。
【教　師】授業や行事等において生徒が活躍できる場面を実施し、
　　　　　自己有用感を高めることができた。

○　生徒会活動の充実を図る。
○　主体的・対話的な授業を実践する。
○　係活動の充実を図る。
○　行事において、生徒が主体的に取り組む場面を設定する。

4 82 76 85

体力の向上

【生　徒】体力を高めるために、体育の授業や部活動・校外スポー
　　　　　ツ等において積極的に活動ができた。
【保護者】お子さまは、体育の授業や部活動校外スポーツ等で充
　　　　　実した活動ができていると感じる。
【教　師】体力向上プラン等による積極的な取組や部活動等の指
　　　　　導を通して、生徒の体力向上を意識した取組をすることが
　　　　　できた。

○　体力向上プランに基づき実践する。
○　部活動の時間を確保する。 3 88 74 45

【生　徒】健康面や安全面を考えて生活している。
【保護者】お子さまは、ご家庭で健康・衛生面や安全面を考えて
　　　　　生活している。
【教　師】自分や周囲の健康の保持・増進のために、衛生・安全
　　　　　面の意識を高めることができた。

92 81 90

【生　徒】規則正しい食生活を送っている。
【保護者】お子さまは、規則正しい食生活を送っている。
【教　師】給食時の指導を通して、正しい食生活の習慣を身につ
　　　　　けさせることができた。

93 82 80

家庭と学校の連携推進

【生　徒】学校や学級からの文書や通信を保護者の方に見せて
　　　　　いる。
【保護者】学校や学級からの文書や通信を見ている。
【教　師】学級通信等を介して、保護者との連絡を図り、連携を推
　　　　　進することができた。

○　学級懇談・学年懇談（年１～２回程度）を通して、今後の見通し
　や情報を発信する。
○　学級通信や学年通信、学校便りで情報を発信する。
○　必要な連絡が漏れないように安心安全メールを有効に活用す
　る。

3 83 75 50

地域社会との連携推進

【生　徒】地域の行事やボランティア活動等に参加できた。
【保護者】お子さまは、地域の行事やボランティア活動等に参加し
　　　　　ている。
【教　師】地域社会との連携（地域人材の活用・ボランティア活動
　　　　　への参加等）を意識した取組をすることができた。

○　生徒会主導のボランティア活動を実施する。
○　地域人材の活用を図る。 2 53 24 30

【教　師】めざす児童生徒の姿の実現のために、中学校区内の学
　　　　　校で共通実践が進められている。 3 62

【教　師】小中一貫教育の取組により、めざす児童生徒像の姿に
　　　　　近づいている。 2 48

小学校との連携推進

○　授業時数を確保する。
○　既習事項について小テストや課題において、繰り返し復習し、基
　礎学力の定着を図る。
○　自宅学習ノートや副教材を活用し、家庭学習の時間を確保す
　る。
○　自宅学習の内容を確認し、指導・支援を行う。
○　適宜、進路情報を発信し、将来に関心を持たせる。

○　外部人材を活用し、社会人のものの見方や考え方に触れさせ、
　自己の進路に対して考える時間を設ける。
○　日向市キャリア教育支援センターとの連携を図り、キャリア教育
　の充実を図る。
○　適宜、進路情報を発信する。
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○　安全な学校生活を送るために、規範意識の向上を図る。
○　登下校時に、学校周辺で見守り活動を行う。
○　新型コロナウイルス感染拡大防止のために新しい生活様式を実
　践する。
○　給食時に、食事のマナーや、バランスのとれた食事について指
　導する。

○　合同研修会の充実を図る。
○　必要な情報の共有を図る。

学
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わかる授業の充実

基礎・基本の習得と活用
学習習慣の確立

キャリア教育の充実
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【小学校との連携推進】
○　合同研修会の内容を充実させていく。
○　相互の連絡を密にし、情報の共有を図る。

次年度に向けての改善策

肯定的評価（％）
令和３年度　財光寺中学校　よりよい学校づくりのためのアンケート

○　生徒を対象に授業評価を年に３回行い、指導法の工夫改善に
　役立てる。
○　タブレットを併用した授業を行う。
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【わかる授業の充実】
○　主体的・対話的な授業を実践する。
○　ネット環境の充実を図る。
○　タブレットを効果的に用いた授業を行う。

【基礎・基本の習得と活用、学習習慣の確立】
○　生徒の家庭学習の取り組み状況を通信や三者面談等で伝え、
　生徒と保護者にも家庭学習の在り方について考えてもらう。
○　キャリア教育を通して、学ぶことの意義を感じ取らせ、学習意欲
　の向上につなげる。

【キャリア教育の充実】
○　PTAや地域の方を巻き込んで、多くの人材から学ぶ機会を設
　け、多様なものの見方や考え方に触れさせる等、キャリア教育の
　充実を図る。
○　親に仕事のことや人生について語ってもらう機会を学校または
　家庭で作る。
　・　学校での講話、家庭でのインタビュー等

【道徳教育と人権教育の充実】
〇　道徳のローテーション制を継続する。
〇　人権標語や人権作文を昼の放送等で紹介する。
〇　生徒会活動と連動し、生徒の主体的学びにつなげる。
〇　ソーシャルスキルトレーニング等、人間関係づくりの支援を行
　う。

【無言・気づきの清掃の深化】
〇　清掃は、継続して生徒会活動と関連付けて実践する。
〇　清掃徹底週間のチェック項目（無言で取り組んでいるか、時間
い
　っぱい取り組んでいるか、チャイムが鳴る間黙想ができている
か、
　気づきの清掃ができているか）に、整理整頓ができているかという
　項目を加え、教室環境整備の視点を加えるとともに、活用方法も
　工夫する。

【絆づくりの推進、生徒会活動の活性化】
〇　生徒会主催のボランティア活動等、生徒の主体的な活動を支
援
　する。【体力の向上】
○　授業前に行っている、主運動に繋がる補強運動（握力を鍛えた
　り、柔軟性を高めるためのストレッチなど）を今後も継続する。
○　今年度同様、体育館にスポーツテストの目標を掲示する等、体
　力向上プランに基づき、コロナ対策で不十分だった部活動の実施
　も加え、継続して実践する。

【健康的な生活習慣、安全教育の推進】
○　登下校時の交通ルールについて、学級通信等を通じて啓発を
　行う。
○　手洗い・消毒・3密回避などの感染拡大防止について、引き続
き
　指導を徹底する。
○　朝ご飯を中心とした、食育講座を計画し、実施する。

【家庭と学校の連携推進】
○　安心安全メールを積極的に活用する。

【地域社会との連携推進】
○　総合的な学習の時間での地域人材の活用を図る。
　・　よのなか教室、体験学習、面接指導など
○　生徒会主体のボランティア活動を継続して行う。

評価項目
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○　今回も授業の様子を間近で見ることができずに
　残念だった。生徒の学力も上がっているようで、先
　生方や生徒たちの努力を評価する。
○　個の生徒に対する声かけがよく行われていると
　感じた。
○　家庭での学習状況の報告のために、答えを写す
　のみの生徒を見ると、先生方の努力を無にするよう
　で、見て腹が立った。でも、やろうとする姿勢は見せ
　たいのかなとも思う。保護者に伝えることで効果が
　あると思う。
○　タブレットを活用した授業を見てみたかった。
○　コロナ感染症で出来ること、出来ないことがある
　と思う。特に体験などは難しかったと思う。この時期
　にしか体験することが思うように出来ないのは心苦
　しいと思う。
○　キャリア教育は、保護者にとっていまだにイメー
　ジや言語化が出来ていない印象がある。よのなか
　教室も良いが、生徒自身が親や友達の親・兄姉な
　ど身近な人にインタビューしたり、アンケートをとる
　ことで、生徒も親も自分事として捉えやすくなるの
　ではないか。教師の負担が増えないよう、そういっ
　た企画を生徒主導やPTAに依頼していくのも良い
　のではないか。

学　校　運　営　協　議　会　委　員　よ　り

ご意見等

○　登下校時も真面目な様子であった。
○　年齢的に無理な部分もあるかもしれないが、明る
　いあいさつが、少し気になる。
○　年齢的にも難しい年頃だと思う。SNSやコロナで
　の自宅待機など、取り巻く環境が変化し、悩みや問
　題が見えにくくなっていると思う。
○　清掃は無言でできているということは良い。次年
　度はぜひ清掃を見学したい。
○　清掃は、小学校からきちんと出来ているので、そ
　れがずっと継続されているので嬉しい。
○　校内や地域での清掃やボランティアはずっと出来
　ているが、それが家庭内での整理整頓とは結びつ
　いていないように見える。保護者の教育や環境によ
　るものが大きいが、環境整備の意識や行動力は、
　高校生になっても社会人になっても重要な基礎能
　力であるため、学校と家庭やPTAとの連携を期待し
　たい。
○　学校運営協議会委員のつながりで、信号のない
　交差点に、横断歩道旗を設置できた。今後も、財光
　寺地区の子どもたちのために尽力したい。

4

○　多くの生徒が、スポーツなどで好成績をあげ良
　かった。
○　帰宅時に暗いことがある。安心安全に通学でき
　たらよいと思う。
○　朝ご飯を食べていない子もいるので、小学校か
　ら継続して指導していくのが良いかもしれない。
○　コロナの感染を抑えていて、本当に努力された
　と思う。
○　健康的な生活習慣や安全についての取組は概
　ね満たされている。
○　コロナ禍で、部活動や運動の機会が失われ、心
　身への影響を心配している。また保護者も運動不
　足になっている。今は難しいかもしれないが、例え
　ば各部活動の部員が先生になって、保護者や他
　部の生徒が体験できる機会があると、交流や体力
　作りになるのではないか。
○　早寝・早起き・朝ご飯を合い言葉に、啓発を続
　けてほしい。

○　この３年間、コロナ禍の中で、地域の行事やボラ
　ンティアの活動ができなかったが、次年度は、ｗｉｔｈ
　コロナでできる活動を広げていただきたい。
○　コロナ禍の中でも努力されたと思う。
○　コロナ禍の中で先生方は本当に頑張っていると
　思う。
○　学級通信や地域との連携に時間を割くことも難し
　いのではないか。通信の半分くらいは生徒たちが
　交代で紙面作りしてはどうか。
○　危険を感じることがあるので、自転車のマナー向
　上を願う。
○　３年生の面接指導の手伝いをさせていただいた
　がとても良い経験だった。
○　生徒会のボランティア活動に、何らかの形で地域
　やPTAも参加者として関われると良い。

○　コロナの感染状況で、なかなか会議を開催する
　ことが難しいこともあったので、今後会議を開催でき
　るようになればと思う。
○　コミュニティースクールや財光寺小学校で始まっ
　た「しゃべり場」などの３校合同実施により、地域や
　家庭も一緒に連携していくことに期待したい。
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